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現在､本館2階のレクチャースペースでは､新着資料の紹介として､現代の冬期登山者が使う

服装やテントなどの装備を展示している｡ 【資料提供:株式会社モンベル】

レ
ク
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
の

活
用
に
つ
い
て

大
町
山
岳
博
物
館

大
町
同
島
博
物
館
で
は
､
昨
年
三
月
の
展
示
改
修

に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
際
､
本
位
些
一
階

の
第
.
.
填
小
室
人
口
前
に
レ
ク
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
広
い
空
間
を
と
り
ま
し
た
｡
こ
れ
は
一
般
の
来

館
者
や
､
博
物
館
を
学
習
で
利
用
す
る
児
童
･
生
徒

の
皆
さ
ん
に
､
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
資
料
の
祐
介

を
し
た
り
､
展
示
の
説
明
を
す
る
た
め
で
す
｡

こ
れ
ま
で
､
毎
週
末
の
上
･
口
膿
日
や
祝
日
に
開

催
し
て
い
る
｢
向
田
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
ミ
｣
の
一
部

の
講
座
を
､
こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し

た
ほ
か
､
こ
こ
で
新
宕
資
料
や
博
物
館
の
話
題
に
合

わ
せ
た
収
蔵
資
料
を
鹿
示
し
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
｡

ミ
ニ
ゼ
ミ
は
昨
年
か
ら
新
し
-
は
じ
め
た
取
り
組

み
で
､
館
長
や
学
芸
員
と
い
っ
た
博
物
館
ス
タ
ッ
フ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分
野
ご
と
へ
資
料
な
ど
を
使
っ

て
の
体
験
学
習
や
詳
し
い
展
示
の
紹
介
な
ど
を
行
う

ミ
ニ
講
座
で
す
｡
昨
年
回
目
か
ら
十
二
月
ま
で
に
'

合
計
八
十
一
回
開
催
し
'
参
加
者
数
は
延
､
べ
二
､
三

五
七
名
に
の
ぼ
り
ま
す
｡

し
か
し
､
昨
年
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
で
の
活
動

は
､
ま
だ
ま
だ
十
分
と
い
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
.
今
後
は
へ
　
こ
の
場
所
を
ミ
ニ
企
画
展
や

ミ
ニ
ゼ
ミ
な
ど
に
よ
っ
て
､
さ
ら
に
有
効
に
利
用
し

て
､
博
物
館
を
訪
れ
る
方
々
と
､
収
蔵
す
る
資
料
や

現
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
両
者
を
結
び
つ
け
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
｡
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立山の地形図1

表1立山西面における 

最終氷期の層序 

層序(年代,万竹前) 

泥)㌧姑雷と表土 
∴∴∴∴こ∴∴∴∴∴∴､∴∴∴÷ 

天山倉吉テプラ(DKP,5.2-5.0) 

恕軽輩重富 

雷鳥台砂轢膚(7.5-6.0) 

二二三∴言 

鬼界葛原テフラ(K-Tz,9,5-9.0) 

称名滝火砕流堆禎物(13.0-9.5) 

薬害は水成堆測- 
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図2　立山主綾部西面の山崎圏谷とそのモレーン

立
山
で
起
き
た

火
山
活
動
に
よ
る
氷
河
の
大
規
模
融
解

川

　

澄

　

隆

　

明

最
終
氷
期
の
飛
騨
出
脈
立
川
で
は
､
火
中
が
項
大

し
て
立
中
上
稜
部
の
氷
河
が
融
解
し
'
人
肌
榎
な
上

あ
る
宙
蔦
台
砂
礫
層
の
層
朴
と
分
布
に
よ
っ
て
こ
の

事
変
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

有
流
が
発
生
し
た
｡

こ
の
と
き
の
上
布
流
堆
積
物
で

-
.
立
山
と
そ
の
西
面
に
お

け
る
層
序

立
川
　
(
図
1
)
　
は
､
日
本

人
に
よ
る
本
邦
の
氷
河
地
彬

研
究
が
初
め
て
行
わ
れ
た
場

所
で
あ
り
　
(
-
]
崎
)
9
(
)
2
)
､

日
本
に
お
け
る
氷
河
地
酵
研

究
の
模
式
地
の
一
つ
で
あ
る

(
深
井
]
9
7
5
)
｡
立
山
は
､

主
に
閃
緑
岩
と
花
瑞
岩
で
楯

成
さ
れ
る
立
中
上
稜
部
(
3

0
1
5
m
)
　
と
∴
上
稜
部
の

西
側
に
位
置
す
る
立
回
火
山

か
ら
な
る
　
(
原
出
ほ
か

2
(
)
(
)
(
)
)
∵
上
稜
部
の
西
側
に

は
典
型
的
な
氷
河
地
彬
で
あ

る
中
崎
圏
谷
と
そ
の
モ
レ
ー

ン
が
彬
成
さ
れ
て
い
る
　
(
図

2
)
=
立
山
火
中
は
､
更
新

時
後
期
に
溶
岩
と
火
砕
…
石
の

頃

出

を

-

D

か

え

し

た

(
Y
a
ヨ
a
S
a
一
子
i
 
e
t
 
a
I
.
1
9
6
6
)
｡

そ
の
結
果
､
カ
ー
ル
よ
り
も

下
方
の
砂
根
出
や
雷
鳥
台
で

は
氷
河
作
用
に
関
係
し
た
堆

積
物
が
火
山
噴
出
物
に
お
お

わ
れ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
ハ
　
そ
の
層
序
　
(
表
土
　
は
､

十
位
か
ら
順
に
､
称
名
滝
火
砕
流
堆
積
物
(
I
 
3
-
9
 
･
5

万
年
前
)
､
鬼
界
拭
原
テ
フ
ラ
　
(
K
T
z
.
9
 
･
5
-
m
万

年
前
)
､
立
川
礫
層
(
水
成
堆
積
物
)
へ
雷
鳥
台
砂
機

悼
(
土
石
流
堆
積
物
)
､
室
葦
礫
層
(
水
成
堆
積
物
)
'

大
出
倉
吉
テ
フ
ラ
　
(
D
K
P
-
5
 
･
 
2
-
5
 
･
0
万
年
前
)
　
で
あ

ら
(
Y
a
m
a
s
a
一
(
【
e
r
a
一
.
]
9
6
6
‥
深
井
]
9
7
5
.
時
間
･

新
井
1
9
7
9
1
]
9
9
2
-
小
林
]
9
9
0
‥
中
村
ほ
か

1
9
9
2
;
原
山
ほ
か
2
0
(
)
0
:
川
澄
2
0
(
)
0
)
.
つ
ま
り
へ

9
 
･
 
5
-
5
 
･
 
0
万
年
前
の
間
､
つ
ま
り
最
終
氷
期
前
半
の
亜

氷
期
に
氷
河
は
山
崎
カ
ー
ル
よ
り
も
十
方
ま
で
拡
大

し
､
立
山
礫
屑
と
室
堂
礫
層
を
堆
積
し
た
の
で
あ
る
1

2
.
雷
鳥
台
砂
礫
層
の
層
相
と
分
布

本
属
は
､
砂
根
出
､
雷
鳥
台
､
室
葦
乗
越
周
辺
､

室
菅
平
､
天
狗
平
､
ガ
キ
田
な
ど
立
川
曲
面
に
広
く

分
布
す
る
｡
立
山
主
稜
部
に
近
い
砂
根
山
や
雷
鳥
台

で
は
へ
基
質
支
持
礫
屑
と
細
粒
物
層
の
圧
層
か
ら
な

る
J
基
質
支
持
礫
層
は
層
厚
が
1
-
-
m
で
あ
り
､

軽
石
一
往
1
-
劫
…
)
､
閃
緑
…
石
･
花
幽
若
の
角
礫
(
宿

甲
-
剛
伸
二
称
名
滝
火
砕
流
堆
植
物
の
角
轢
(
宿

5
-
m
…
)
'
ス
コ
リ
ア
　
(
宿
5
-
0
0
…
)
､
砂
'
,
ン

ル
ト
か
ら
な
る
｡
細
粒
物
層
は
層
厚
が
約
3
m
で
あ
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図3　秒根山の雷鳥台砂礫層細粒物層

白っぽい席l｢ ii十)ほい称名滝′大仰演J臨調勿起源の砂
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図4　雷鳥台東側露頭のスケッチ. liI澄(2000)から引用.

り
､
軽
百
､
秒
､
シ
ル
ト
か
ら
な
る
　
(
図
3
)
｡
霜

鳥
台
砂
礫
層
の
層
厚
は
雷
鳥
台
で
最
も
厚
く
､
約
的

m
に
達
し
へ
全
体
が
基
質
支
持
礫
層
と
細
粒
物
層
の

互
層
か
ち
な
る
　
(
図
4
)
｡
立
山
主
稜
部
か
ら
離
れ

た
室
堂
乗
越
周
辺
や
室
菅
平
へ
天
狗
平
､
ガ
キ
回
､

日
本
平
で
は
､
細
粒
物
層
だ
け
が
分
布
す
る
｡
そ
の

層
厚
は
､
天
狗
平
で
2
-
3
m
､
ガ
キ
田
で
恥
-
2
0
…

で
あ
る
｡

3
"
軽
石
に
含
ま
れ
る
斜
方
輝
石
の
屈
折
率

砂
枝
川
､
雷
鳥
台
､
室
菅
平
､
天
狗
平
な
ど
立
川

カ
ル
デ
ラ
近
く
に
分
布
す
る
雷
鳥
台
砂
礫
層
に
含
ま

れ
る
軽
石
の
多
く
は
角
礫
状
を
生
し
て
お
り
､
雷
鳥

台
砂
礫
層
を
賂
成
し
た
土
石
流
が
停
正
す
る
直
前
に

降
下
し
て
含
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
一
方
､

カ
ル
デ
ラ
か
ら
離
れ
た
室
堂

乗
越
周
辺
に
分
布
す
る
雷
鳥

台
砂
礫
層
中
の
軽
石
は
円
礫

状
を
圭
し
､
流
水
に
よ
っ
て

運
搬
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
｡軽
石
に
は
斜
方
輝
石
の
鉱

物
粒
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
｡

調
査
し
た
全
域
で
軽
古
を
採

取
し
､
実
験
室
で
鉱
物
粒
を

抽
出
し
､
最
大
屈
折
率
を
測

定
し
た
｡
す
る
と
､
最
大
屈

-

ヘ

レ

ヽ

ソ

ー

折
率
は
引
1
.
 
-
2
を
示
し
へ
立

川
E
テ
フ
ラ
の
斜
方
輝
石
最

大
店
据
率
と
ほ
ほ
一
致
す
る
｡

こ
の
た
め
､
雷
鳥
台
砂
礫
層

に
含
ま
れ
る
軽
石
は
立
山
E

テ
フ
ラ
に
対
比
さ
れ
る
｡

4
.
雷
鳥
台
砂
礫
層
の
成
因

雷
鳥
台
砂
礫
層
は
立
中
土
稜
部
を
構
成
す
る
閃
緑

岩
と
花
崗
岩
の
角
礫
を
多
量
に
含
み
へ
層
厚
が
西
と

北
へ
向
か
っ
て
薄
く
な
る
｡
こ
れ
は
､
雷
鳥
台
砂
礫

層
の
構
成
物
が
立
中
土
稜
部
か
ら
供
給
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
｡

｣
立
中
主
稜
部
近
く
で
は
基
質
支
持
礫
樺
と
細
粒
物

層
の
互
層
か
ら
な
る
が
､
立
申
工
稜
部
か
ら
離
れ
た

宝
島
乗
越
周
辺
や
天
狗
平
へ
大
日
平
で
は
細
粒
物
層

か
ら
な
る
｡
こ
の
よ
う
な
層
相
変
化
は
一
般
的
な
上

古
流
堆
積
物
の
堆
積
構
造
､
つ
ま
り
巨
礫
を
多
く
含

む
基
質
支
持
礫
層
と
こ
れ
を
お
お
っ
て
さ
ら
に
下
流

ま
で
広
が
る
掃
流
堆
積
物
か
ら
な
る
堆
積
柄
進
一
小

橋
ほ
か
1
9
8
0
)
　
と
同
様
で
あ
る
｡
ま
た
､
上
古
流

が
く
り
返
す
と
､
礫
悟
と
掃
流
堆
積
物
は
粗
い
成
層

構
造
を
形
成
す
る
　
(
B
e
n
n
a
n
d
E
v
a
n
s
L
9
9
∞
)
(

雷
鳥
台
の
雷
鳥
台
砂
礫
層
に
は
全
席
に
成
層
構
造
が

見
ら
れ
､
土
石
流
が
-
り
返
し
起
き
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
｡

土
石
流
の
発
生
に
は
､
多
量
の
表
面
流
水
が
必
要

で
あ
る
　
(
諏
訪
】
∞
①
～
)
｡
雷
鳥
台
砂
礫
層
に
は
多

-
の
軽
石
が
含
ま
れ
'
こ
れ
は
軽
石
の
降
下
と
同
時

に
多
量
の
流
水
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
｡
軽

石
を
噴
出
し
た
立
山
火
山
が
す
ぐ
近
く
に
位
置
す
る

こ
と
は
軽
石
が
降
下
し
た
と
き
ま
だ
高
温
を
保
っ
て

い
た
こ
と
を
示
唆
し
､
土
石
流
が
発
生
し
た
エ
立
中
土

稜
部
曲
面
は
氷
河
が
形
成
さ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
'
立
山
火
山
か
ら
噴
出
し
た
軽

石
が
高
温
の
ま
ま
立
中
土
稜
部
の
氷
河
表
面
に
降
下

し
'
氷
河
氷
を
過
度
に
融
解
し
て
土
石
流
が
発
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
.
立
山
E
テ
フ
ラ
が
7
 
･
5
-
6
 
･
0
万
年

前
の
間
に
降
下
し
て
い
る
　
(
町
田
･
新
井
]
9
9
2
)

こ
と
か
ら
､
土
古
流
も
7
 
･
5
-
6
 
･
0
万
年
前
の
間
に
発
生

し
た
｡
雷
鳥
台
砂
礫
層
が
立
中
土
稜
部
か
ら
離
れ
た

大
日
平
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
氷
河
の
融

解
と
土
石
流
は
大
規
模
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

5
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